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質　疑　応　答

第
３
回
定
例
会
に
提
案
さ
れ

た
条
例
改
正
案
や
一
般
会
計
な

ど
の
補
正
予
算
案
の
審
議
は
、

最
終
日
の
21
日
に
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
補
正
予
算
で
は
一
般

会
計
な
ど
で
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
質
疑

の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

交
付
税
の
充
当
率

に
つ
い
て

合
併
特
例
債
と
学
校
教

育
施
設
事
業
債
の
交
付
税

の
充
当
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

起
債
の
充
当
率
は
合
併

特
例
債
が
95
％
で
学
校
教

育
債
は
90
％
で
す
。

交
付
税
の
充
当
率
は
、
ど
ち
ら

も
70
％
で
あ
り
ま
す
。

有
利
な
起
債
を
借
り
る
の
は
当

然
で
す
が
、
起
債
配
分
の
規
定
が

あ
り
、
借
り
替
え
し
ま
し
た
。

東
岩
代
の
浜
踏
切
の

拡
幅
に
関
連
し
て

踏
切
に
関
連
し
た
道
路

の
改
修
予
定
は
。

踏
切
が
５
㍍
に
拡
が
る

こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の

区
間
に
つ
き
ま
し
て
も
同
様
に
５

㍍
に
拡
幅
す
る
予
定
で
す
。

警
察
官
立
ち
寄
り
は

Ｊ
Ｒ
南
部
駅
に
設
置
さ

れ
る
が
、
警
察
官
が
ど
う

い
う
形
で
巡
回
を
さ
れ
る
の
か
。

警
察
署
の
規
定
の
中
で

協
議
を
し
１
日
３
回
か
ら

４
回
程
度
と
い
う
こ
と
で
す
。
特

に
夜
間
や
夏
場
を
中
心
に
重
点
的

に
協
議
を
重
ね
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
の
運
営
対
策
は

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド

は
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と

A

Q

条例改正、補正予算に関する

QA

一
体
に
な
っ
て
い
た
が
、
分
か
れ

た
後
の
運
営
体
制
は
ど
う
な
る
の

か
。

今
後
も
連
携
を
密
に
し

て
い
く
よ
う
に
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

猪
野
集
会
所
の

　　　　　　

利
用
に
つ
い
て

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
事

業
で
猪
野
集
会
所
を
使
用

す
る
に
当
り
、
地
域
住
民
の
使
用

と
の
兼
ね
合
い
は
。

民
生
委
員
会
で
探
し
た

結
果
、
利
用
さ
せ
て
頂
く

訳
で
す
が
、
集
会
等
に
い
つ
で
も

使
用
で
き
る
様
に
、
机
等
の
片
づ

け
を
徹
底
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q

AQA

東岩代の浜踏切

青少年センターが入る南部駅

猪野集会所

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の

移
転

QA
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住
民
会
館
の

　
　

今
後
は

青
少
年
セ

ン
タ
ー
が

入
っ
て
い
た
住
民
会

館
は
将
来
的
に
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

耐
力
調
査

の
結
果
、
危

険
な
建
物
と
診
断

さ
れ
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
取
り
壊
し

て
、
確
定
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
今
後
の
住

宅
対
策
を
進
め
て
い

く
中
で
、
土
地
利
用

を
考
え
て
い
き
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

に
つ
い
て

み
な
べ
町
と
し
て
の
基

本
方
針
は
も
っ
て
い
る
の

か
。

考
え
ら
れ
る
の
は
、
梅

加
工
の
際
の
調
味
廃
液
等

の
有
効
利
用
、
梅
の
剪
定
枝
の
焼

却
時
の
熱
利
用
、
太
陽
光
発
電
、

太
陽
熱
利
用
等
で
す
。

花
卉
団
地
施
設

取
り
壊
し
に
つ

い
て

入
植
者
と
の
合

意
は
で
き
て
い
る

の
か
。

残
す
施
設
も
あ

る
の
で
、
入
っ
て

頂
く
等
の
御
理
解
は
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
再
度
確

認
を
し
て
か
ら
実
施
い
た

し
ま
す
。

今
の
地
方
自
治
体
の
議
員
の

数
は
、
平
成
の
改
革
の
中
、
減

少
の
方
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
市
町
村
合
併
す
る
、
し
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
単
独
で
運

営
し
て
い
る
市
町
村
に
し
て
も

同
じ
方
向
で
あ
り
ま
す
。
全
国

議
長
会
の
求
め
に
よ
っ
て
作
ら

れ
ま
し
た
、
第
二
次
地
方
町
村

議
会
活
性
化
研
究
会
か
ら
出
さ

れ
た
報
告
書
に
も
あ
り
、
従
来

の
行
政
監
視
機
能
を
よ
り
向
上

さ
せ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

す
。
今
後
は
、
立
法
的
機
能
や

財
政
的
機
能
の
向
上
も
要
求
さ

れ
、
議
員
に
今
以
上
に
専
門
的

な
能
力
が
要
求
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

当
議
会
と
し
て
も
、
そ
う

い
っ
た
事
を
踏
ま
え
行
財
政
改

革
を
進
め
て
い
く
上
で
の
議
員

定
数
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
す
る
、
み
な
べ
町
議
員
定

数
等
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

委
員
長　
　

下
村　
　

勤

副
委
員
長　
　

岡
田　

政
吉

委　
　

員　
　

宮
﨑　

常
二

　
　
　
　
　
　

寺
本　

三
直

　
　
　
　
　
　

寺
本　

文
雄

　
　
　
　
　
　

山
中　

邦
夫

　
　
　
　
　
　

小
川　
　

猛

QA

議
員
定
数
を
検
討
す
る

特
別
委
員
会
を
設
置

QA

高
速
道
路

関
連
工
事

に
つ
い
て

関
連
道
路

事
業
の
進
ち

ょ
く
率
は
。町

で
施
工

し
て
い
る
部

分
は
19
年
度
で
完
了

予
定
で
す
。
県
道
や

国
道
に
つ
い
て
は
、

用
地
等
の
問
題
や
、

安
全
の
問
題
も
含

め
、
今
後
、
陳
情
や

交
渉
を
続
け
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

に
関
し
て

80
万
円
の
補
助
は
、
今

回
き
り
な
の
か
。

初
年
度
と
い
う
事
で
高

額
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
は
個
人
的
費
用
は
個
人
で
負
担

し
て
頂
く
方
針
で
す
の
で
、
軽
減

し
て
い
く
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
団
旗
の
購
入
や
県
の
団
体
へ

の
加
入
等
で
補
助
を
お
願
い
す
る

部
分
は
あ
り
ま
す
。

QA

QA

QA

花卉団地（取り壊し予定）

ガールスカウト結団準備

県道上富田南部線

� 平成 19 年 11 月　議会だより　みなべ　第 12 号



歳出の状況（目的別）

議会費
81,224
（0.9％）

災害復旧費
206,551
（2.2％）

消防費
280,141
（3.0％）

商工費
98,136
（1.1％）

総務費
976,316
（10.6％）

民生費
1,301,943
（14.1％）

衛生費
646,838
（7.0％）

農林水産業費
1,859,959
（20.1％）土木費

774,268
（8.4％）

教育費
1,069,280
（11.6％）

公債費
1,943,632
（21.0％）

一般会計
歳出総額
9,238,288

（単位：千円）
歳入の状況

分担金及び負担金
　107,106（1.1％）
使用料及び手数料
　 95,228（1.0％）
繰入金
17,339（0.2％）

財産収入
　26,511（0.3％）
寄付金
　　2,230
諸収入
　218,070（2.3％）

繰越金
603,466
（6.3％）

地方交付税
3,484,189
（36.3％）

依存財源
7,081,990
（73.8％）

一般会計
歳入総額
9,596,339

自主財源
2,514,349
（26.2％）

町税
1,444,399
（15.1％）

町債
1,816,900
（18.9％）

県支出金
891,627
（9.3％）

国庫支出金
469,968
（4.9％）

地方消費税交付金
利子割交付金
地方譲与税
自動車取得税交付金
地方特例交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金

127,327（1.3％）
10,123（0.1％）
181,359（1.9％）
40,563（0.4％）
38,635（0.4％）
10,068（0.1％）
8,766（0.1％）
2,465

（単位：千円）

平
成
19
年
度
の
決
算
審
査
は
平

成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
19
年

３
月
31
日
ま
で
の
、
み
な
べ
町
一

般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
副
町
長
、

収
入
役
同
席
の
も
と
、
８
名
で
構

成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

行
っ
た
。

審
査
に
あ
た
り
、
執
行
部
か
ら

は
教
育
長
、
各
課
長
並
び
に
担
当

職
員
の
出
席
を
求
め
、
決
算
書
及

び
主
要
施
策
成
果
報
告
書
に
基
づ

き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の

実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

聞
い
た
。

そ
の
後
当
予
算
の
歳
入
歳
出
に

つ
い
て
、
そ
の
執
行
が
適
正
か
つ

効
率
的
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、

そ
の
結
果
ど
の
よ
う
な
成
果
が
見

込
ま
れ
た
の
か
、
又
、
町
税
他
各

使
用
料
金
な
ど
の
未
収
対
策
等
に

工
夫
改
善
が
図
ら
れ
た
の
か
ど
う

か
、
そ
の
効
果
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
な
ど
、
各
方
面
か
ら
質
疑
を

行
い
審
査
を
行
っ
た
。

２
日
間
の
審
査
の
あ
と
、
委
員

会
で
決
算
認
定
の
採
決
を
と
っ
た

結
果
、
全
員
一
致
で
認
定
す
る
も

の
と
決
定
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
９
月
21
日
の
本

会
議
で
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
18
年
度
一
般
会
計
及

び
18
年
度
９
特
別
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
は
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
認

定
す
る
も
の
と
決
定
し
た
。

〔　一般会計総額　〕
歳　入　９５億９６３３万９千円
歳　出　９２億３８２８万８千円

18年度決算認定

決
算
審
査
特
別

委
員
会
の
構
成

委
員
長　
　

北　

谷　

清　

治

副
委
員
長　
　

田　

中　

昭　

彦

委　
　

員　
　

中　

家　

克　

己

　

竹　

本　

栄　

次

　

下　

村　
　
　

勤

　

寺　

本　

三　

直

　

寺　

本　

文　

雄

　

山　

中　

邦　

夫

　
（
議
席
順
）山中 邦夫 委員 寺本 三直 委員 竹本 栄次 委員 田中 昭彦 副委員長

寺本 文雄 委員 下村 勤 委員 中家 克己 委員 北谷 清治 委員長
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予
算
流
用
や
金
額

の
大
き
い
不
用
額
件

数
が
多
す
ぎ
る
。

当
初
予
算
編
成
時
、
更
に
入
念

な
精
査
と
改
善
を
求
め
た
。
ま
た

機
構
改
革
で
の
課
の
ス
リ
ム
化
、

職
員
配
置
な
ど
に
よ
り
、
な
お
一

層
の
き
め
細
や
か
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
心
掛
け
る
よ
う
要
望
し
た
。

　

年
金
相
談
等

に
つ
い
て
は
、

大
き
な
問
題
や
混
乱
は
な
か
っ
た
。

環
境
面
で
の
河
川
水
質
検
査
に

つ
い
て
は
、
南
部
川
上
流
で
も
実

施
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

　

ま
た
、
千
里
球
場
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
収
支
面
か
ら
み
て
検
討

す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。有

料
ご
み
袋
に
つ
い
て
は
、
価

格
面
で
一
部
に
高
す
ぎ
る
の
で
は

と
い
う
声
も
出
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
今
後
検
討
を
要
望
し
た
。

　

鶴
の
湯
の
温
泉
利
用

客
が
増
え
て
い
る
が
、

収
入
が
若
干
落
ち
込
ん
で
い
る
。

宿
泊
施
設
共
々
、
今
後
の
安
定

経
営
を
要
望
し
た
。

　

新
殿
開
南
部
川
線
橋

梁
新
設
工
事
の
早
期
完

成
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
閉と
ん

谷じ
ゃ

橋
か
ら
下
流
部
分
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
も
並
行
し
て
取
り
組
む
よ

う
要
望
し
た
。　

農
集
、
公
共

下
水
の
未
加
入

者
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
の
啓
発
を
更

に
強
化
し
、
広
報
、
個
別
指
導
に

努
力
を
お
願
い
す
る
。

水
道
に
つ
い
て
は
、
漏
水
対
策

に
万
全
を
期
す
よ
う
要
望
し
た
。

　

町
民
税
の
滞
納
分

の
徴
収
率
が
前
年
に

対
し
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
税
務
課

職
員
の
日
頃
の
努
力
に
対
し
敬
意

を
表
す
次
第
で
あ
る
。
今
後
も
高

額
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
税
回

収
機
構
と
の
連
携
を
密
に
し
、
更

な
る
徴
収
率
の
向
上
を
図
ら
れ
る

よ
う
要
望
し
た
。

　

南
部
小
学
校

建
築
工
事
に
つ

い
て
、
建
築
中
は
危
険
も
伴
う
が

担
当
課
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

児
童
や
近
隣
住
民
へ
の
気
配
り
と

安
全
を
第
一
に
考
え
、
来
る
12
月

の
完
成
を
目
指
し
、
一
層
の
努
力

を
要
望
し
た
。

機構改革後の庁舎内

新殿開南部川線橋梁工事

南部小学校建築

決
算
審
査
報
告

委
員
長
報
告
で
は
、
当
局
に
対
し
て
次
ぎ
の
よ
う
な
指
摘

や
要
望
を
し
ま
し
た
。

総
務
課

税
務
課

住
民
環
境
課

建
設
課

上
下
水
道
課

教
育
委
員
会

ま
と
め

決
算
審
査
で
の
感
想
と
し
て
、

一
般
会
計
全
体
に
お
い
て
、
多
額

の
不
用
額
と
予
算
流
用
が
目
立
っ

た
。
各
課
に
お
い
て
担
当
す
る
職

員
は
、
今
一
度
当
初
予
算
編
成
時

に
、
見
積
も
り
等
の
重
要
性
を
再

認
識
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

　

一
方
、
歳
入
関
係
で
は
、
町
税

な
ど
、
歳
入
全
般
に
お
い
て
、
滞

納
分
の
徴
収
に
つ
い
て
、
一
部
改

善
も
み
ら
れ
る
が
、
全
般
的
に
は

ま
だ
ま
だ
徴
収
率
が
低
い
こ
と
が

伺
え
た
。

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

税
回
収
機
構
と
連
携
で
対
処
し
、

弱
者
に
対
し
て
は
実
情
を
充
分
把

握
し
た
上
、
配
慮
あ
る
対
策
を
と

る
こ
と
で
、
納
税
の
義
務
、
平
等

性
を
重
視
し
た
徴
収
業
務
と
さ
れ

る
よ
う
、
各
職
員
の
更
な
る
努
力

を
要
望
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
審
査
中
、
各

課
に
お
い
て
、
随
所
で
広
報
の
不

充
分
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。
今
後
、

執
行
部
に
お
い
て
は
、
こ
の
指
摘

を
受
け
、
町
民
へ
の
情
報
提
供
等
、

広
報
活
動
に
は
、
充
分
な
展
開
を

図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

産
業
課
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園出俊明 議員

町内の中学校の
統合について　

財
政
難
も
視
野
に
入

れ
、
町
内
の
中
学
校
を

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す
る
等
の

工
夫
を
し
て
、
一
校
に
す
る
考
え

は
？

こ
の
問
題
は
、
①
子

供
達
が
切
磋
琢
磨
で
き

る
規
模
の
必
要
性
。
②
ク
ラ
ス
替

え
が
で
き
る
規
模
の
必
要
性
。
③

音
楽
や
美
術
と
い
っ
た
教
科
の
担

任
を
維
持
で
き
る
規
模
の
必
要
性
。

④
多
様
な
学
習
形
態
の
指
導
の
為
。

（
生
徒
の
学
習
の
熟
度
に
よ
る
班

構
成
等
）
⑤
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け

る
生
徒
の
選
択
肢
の
拡
大
⑥
建
築

費
用
の
縮
小
⑦
卒
業
後
の
規
模
の

大
き
い
環
境
へ
の
順
応
の
為
。

等
の
理
由
で
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
必
要
な
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

は
１
事
業
所
当
り
、
月
に
最
大
３

２
０
０
円
程
度
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

件
数
が
あ
ま
り
に
も
少

な
い
。
こ
の
事
業
の
継

続
は
で
き
る
の
か
。

よ
う
や
く
ス

タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
で
し
て
、
今
後
も
、
十
分

小
規
模
事
業
所
の
方
に
周
知
啓
発

を
し
て
い
き
、
初
期
の
目
的
を
達

質
問

成
す
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

町
単
独
費
の
そ
の
後

以
前
質
問
し
た
単
独
費

の
公
平
さ
、
使
い
方
に

つ
い
て
そ
の
後
の
成
果
を
問
う
。

特
に
大
き
な
規
模
の
公

園
の
管
理
に
つ
い
て
は

検
討
を
加
え
、
本
年
度
の
予
算
で

は
約
８
０
０
万
円
の
節
減
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
検
討
を
加
え
、

有
効
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

一
般
質
問
一
般
質
問
は
9
月
18
日
に
4
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。（
質
問
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
）

前
回
の
議
会
で
は
、

納
得
で
き
ず
起
立
を
拒

否
し
た
事
業
系
ご
み
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
詳
細
を
聞
く
。

小
規
模
事
業

所
へ
の
事
業

系
ご
み
収
集
運
搬
費
用
の
公
費
負

担
制
度
を
、
今
年
の
８
月
か
ら
導

入
し
て
お
り
、
現
在
、
９
事
業
所

が
認
可
さ
れ
て
お
り
、
契
約
金
額

教
育
長

質
問

住
民
環
境
課
長

質
問

住
民
環
境
課
長

質
問

町
長

事
業
系
ご
み
の
取
扱
い
に
つ
い
て

町内の各中学校

小目津公園
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学校給食の実施を！　
山中邦夫 議員

３
月
議
会
で
「
早
期

に
学
校
給
食
の
開
始
を

求
め
る
請
願
」
が
採
択
さ
れ
、
意

見
書
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

で
、
９
月
議
会
に
は
、
補
正
予
算

な
ど
動
き
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
何
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
こ
で
、
給
食
実
施
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
の
か
聞
か
せ
下
さ
い
。

給
食
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、

質
問

教
育
長

保
護
者
は
７
８
％
の
方
が
給
食
を

希
望
し
て
い
ま
す
が
、
児
童
・
生

徒
は
４
６
％
が
給
食
は
な
い
方
が

よ
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
南
小
新
校
舎
内
に
で

き
る
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
つ
か
っ
て
、

給
食
の
意
義
な
ど
の
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
施
時
期
を

明
か
ら
か
に 

合
併
し
て
ま
も
な
く

３
年
に
な
り
ま
す
。
３

年
と
い
う
月
日
は
そ
う
短
く
な
い

と
思
い
ま
す
。
又
、
合
併
し
て
よ

か
っ
た
と
町
民
に
思
っ
て
も
ら
え

る
施
策
の
一
つ
は
給
食
の
早
期
実

施
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
点
に
な
っ
て
も
、
給
食

の
実
施
時
期
を
明
か
ら
か
に
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
。

実
施
時
期
に
つ
い
て
、

答
弁
す
る
こ
と
は
無
理

で
す
。

そ
の
理
由
は
給
食
調
理
場
の
問

題
で
す
。
全
町
９
校
の
給
食
調
理

を
一
つ
の
セ
ン
タ
ー
で
と
考
え
て

来
年
四
月
か
ら
始
ま

る
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
、
こ
れ
か
ら
二
ヶ
月
余
り

が
大
事
で
す
。
そ
れ
は
、
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
が
決
め

ら
れ
る
か
ら
で
す
。

保
険
料
は
高
齢
者
の
生
活
実
態

に
即
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

次
に
、
保
険
料
の
支
払
い
が
で

き
な
か
っ
た
人
に
は
保
険
証
が
交

付
さ
れ
ず
、
「
資
格
証
明
書
」
が

発
行
さ
れ
る
。
国
保
の
場
合
、
高

齢
者
に
は
「
資
格
証
明
書
」
を
発

行
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
こ
の
医

療
制
度
で
「
資
格
証
明
書
」
の
発

行
は
や
め
る
べ
き
だ
。

保
険
料
と
資
格
証
明

書
の
問
題
は
、
こ
の
医

療
制
度
が
町
独
自
の
運
営
で
は
な

く
、
県
一
元
運
営
な
の
で
心
配
し

て
い
ま
す
。

機
会
を
と
ら
え
て
、
意
見
を
申

し
上
げ
、
改
善
に
努
力
い
た
し
ま

す
。

質
問

後
期
高
齢
者

　

医
療
制
度
に
つ
い
て

質
問

町
長

教
育
長

改築中の南小新校舎

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

い
つ
か
ら
と
言
う
こ
と
に
つ
い
て

は
答
弁
で
き
な
い
と
云
う
こ
と
で

す
。
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中家克己 議員

町の財政（借入金）を分かり
易い言葉で町民に説明を　

小
泉
、
安
倍
自
公
内

閣
は
国
民
に
格
差
と
貧

困
、
地
方
自
治
体
に
三
位
一
体
な

ど
と
い
っ
て
補
助
金
カ
ッ
ト
、
地

方
交
付
税
の
削
減
を
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
フ
リ
ー
タ
ー
や
失
業
者
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
と
呼
ば
れ
る

人
口
比
が
急
増
し
地
方
自
治
体
で

は
都
市
と
田
舎
の
格
差
が
ひ
ど
い

も
の
に
な
っ
て
、
夕
張
市
な
ど
悪

名
の
如
く
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。い

ま
急
に
自
民
党
総
裁
選
が
行

わ
れ
て
い
る
が
貧
困
格
差
年
金
な

ど
の
矛
盾
が
そ
の
中
で
も
う
ず
ま

い
て
い
る
。
町
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
時
々
、
「
合
併
し
た
か
ら
借
金

増
え
た
ん
か
」
「
夕
張
市
み
た
い

に
な
ら
な
い
か
」
大
丈
夫
か
と
聞

か
れ
る
事
が
あ
る
。
町
の
借
入
金

の
明
細
と
返
済
計
画
、
そ
れ
に
近

頃
発
表
さ
れ
る
借
入
金
が
な
ぜ
急

に
増
え
た
の
か
な
ど
を
解
り
や
す

い
言
葉
で
町
民
の
皆
さ
ん
に
報
せ

て
は
ど
う
か
。町

財
政
や
借
入
金
に

つ
い
て
議
会
は
じ
め
広

報
、
出
前
講
座
な
ど
で
お
報
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
更
に
多
く
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、

非
常
に
有
り
難
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
借
入
金
の
全

容
を
解
り
や
す
い
言
葉
で
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
事
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

借
入
金
の
状
況
を
ま
と
め
た
も

築
資
金
貸
付
事
業
会
計
（
普
通
会

計
）
の
公
債
比
率
を
計
算
（
十
四

％
）
し
て
い
ま
し
た
。

夕
張
事
件
か
ら
計
算
方
法
が

変
わ
っ
て
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
簡
水
事
業
と

水
道
事
業
な
ど
各
会
計
ご
と
に
返

済
計
画
を
も
っ
て
い
る
特
別
会
計

も
、
更
に
南
紀
用
水
や
日
高
広
域

消
防
、
紀
南
病
院
な
ど
四
つ
の
一

部
事
務
組
合
へ
の
町
の
負
担
金
も

町
の
借
入
金
と
し
て
計
算
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
公
債

比
率
（
借
入
金
の
率
）
が
22
％
に

も
な
っ
た
の
で
す
。
心
配
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
で
き
る
だ
け
解
り

や
す
く
お
報
せ
い
た
し
ま
す
。

1,013,469

0%

20%

40%

60%

80%

100%

合計 244億6136万円

平成１８年度末地方債現在高（償還財源内訳）

実質一般財源 その他特定財源 交付税算入

13,841,282

9,606,609

質
問

の
を
総
務
課
か
ら
お
渡
し
し
て
お

り
ま
す
が
、
一
般
会
計
分
約
百
四

十
六
億
円
、
特
別
会
計
分
約
七
十

億
円
、
水
道
会
計
約
一
・
六
億
円

で
合
計
二
百
十
八
億
円
で
す
。

そ
の
他
に
町
だ
け
で
は
、
南
紀

用
水
関
係
や
日
高
広
域
消
防
、
御

坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
、

田
辺
市
周
辺
衛
生
事
務
組
合
、
紀

南
病
院
な
ど
へ
の
町
か
ら
の
負
担

分
も
合
わ
せ
て
約
二
百
四
十
五
億

円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
国
が

交
付
税
な
ど
で
負
担
す
る
分
が
約

一
三
八
億
円
で
差
し
引
き
約
九
六

億
円
が
町
財
政
（
税
金
）
で
返
済

す
る
額
と
な
り
ま
す
。

今
ま
で
は
一
般
会
計
と
住
宅
新

町
長

会 計 の 分 類 会　　　計 地方債現在高 交付税算入 その他特定財源 実質一般財源

普 通 会 計
一 般 会 計 14541472 9839104 561550 4140818
住宅新築資金等貸付事業特別会計 84484 0 84484 0

特 別 会 計
農業集落排水事業特別会計 3559834 2059960 0 1499874
公 共 下水道事業特別会計 3164787 1546615 0 1618172
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 250043 43313 206730 0

水 道 事 業 会 計 水 道 事 業 会 計 160705 0 160705 0
南紀用水償還金 南 紀 用 水 償 還 金 1088010 149275 0 938735

一 部 事 務 組 合

御坊日高老人福祉施設事務組合 178173 4050 0 174123
田辺市周辺衛生施設事務組合 370875 198020 0 172855
日 高 広 域 消 防 事 務 組 合 50782 945 0 49837
紀 南 綜 合 病 院 組 合 1012195 0 0 1012195

合　　　計 24461360 13841282 1013469 9606609

みなべ町会計等地方債現在高および交付税措置等（平成１８年度末）　　　　　　　　　　　　　単位：千円
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地方自治体財政健全化法の
成立とわが町の町債

（意識改革その３）田中昭彦 議員

夕
張
市
の
財
政
破
綻

に
よ
る
「
夕
張
シ
ョ
ッ

ク
」
か
ら
か
、
今
年
６
月
に
、
地

方
自
治
体
財
政
健
全
化
法
が
成

立
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
市
町
村
の

財
政
状
態
を
示
す
指
標
を
公
表
し
、

財
政
健
全
化
に
努
め
る
よ
う
に
し

た
も
の
で
す
。

最
近
、
わ
が
町
の
町
債
（
借
金

額
）
が
２
４
５
億
円
、
実
質
公
債

比
率
が
22
．
１
％
（
平
成
18
年
度

末
）
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

町
民
の
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
更

に
、
梅
市
況
が
こ
こ
２ 

～
３
年
芳

し
く
な
く
、
将
来
に
対
し
、
漠
然

と
し
た
不
安
を
持
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
指
標
の
公
表
と
、
財

政
問
題
に
つ
い
て
の
「
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
開
催
を
要
望
致

質
問

し
ま
す
。

指
標
の
公
表
は
、
ま

ず
中
身
を
分
か
っ
て
も

ら
う
方
法
で
の
仕
方
を
考
え
て
い

ま
す
。

又
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

町
政
懇
談
会
と
い
う
こ
と
で
、
財

政
問
題
だ
け
で
な
く
、
町
の
将
来

を
語
る
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え
、
職
員
に
出
て

も
ら
っ
て
の
開
催
を
考
え
て
い
ま

す
。

前
々
か
ら
、
合
併
し

て
町
職
員
の
意
識
改
革

の
必
要
性
を
言
っ
て
来
ま
し
た
が
、

将
来
を
考
え
て
、
町
民
の
方
々
に

も
意
識
改
革
が
必
要
で
は
な
い
か

と
も
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

震
度
５
弱
以
上
の
大

地
震
の
時
、
最
初
の
初

期
微
動
（
Ｐ
波
）
と
、
次
に
来
る

大
き
な
揺
れ
（
Ｓ
波
）
と
の
間
に
、

数
秒
か
ら
数
十
秒
の
時
間
が
あ
り
、

そ
の
間
を
利
用
し
た
緊
急
地
震
速

報
の
導
入
が
、
10
月
１
日
か
ら
全

国
で
始
ま
る
が
、
み
な
べ
町
は
防

災
行
政
無
線
で
行
わ
れ
る
の
か
。

み
な
べ
町
は
、

地
震
速
報
に
つ
い

て
は
、
こ
の
方
法
で
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

必
ず
起
こ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
東
南
海
・

南
海
地
震
で
は
、
先
程
の
Ｐ
波
と

Ｓ
波
と
の
時
間
差
は
、
当
地
で
は

十
数
秒
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
の
時
間
が
あ
れ
ば
、

机
の
下
へ
隠
れ
た
り
、
外
へ
逃
げ

た
り
、
火
を
消
し
た
り
出
来
ま
す
。

市
販
し
て
い
る
受
信
装
置
を
、
学

校
等
の
公
共
施
設
へ
の
導
入
を
検

討
し
て
は
。

市
販
の
も
の
で

対
応
は
出
来
ま

す
が
、
財
政
面
等
か
ら
も
考
え
て
、

行
政
防
災
無
線
で
の
緊
急
地
震
速

報
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す

質
問

緊
急
地
震
速
報

質
問

町
長

総
務
課
長

要
望

総
務
課
長

役場庁舎
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◦  

発　

足

　

平
成
12
年

◦  

現　

在

　

代
表
者　
　

外　

山　
　

裕

　

会
員
数　
　

15
名

	

◦  

活　

動

公
民
館
で
、
第
２
・
第
４
土
曜

日
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
、
会

員
の
リ
ク
エ
ス
ト
30
曲
程
度
を
ピ

ア
ノ
伴
奏
で
歌
い
ま
す
。

あ
と
が
き

厳
し
か
っ
た
残
暑
、
い
か
が

で
し
た
か
。

11
月
11
日
に
は
高
速
道
路
が

田
辺
ま
で
伸
び
ま
す
。
そ
の
影

響
が
町
内
に
ど
の
よ
う
に
現
れ

る
の
か
、
少
し
心
配
で
す
。

議
会
だ
よ
り
第
12
号
を
お
届

け
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

サークル紹介

製作中です

◦  

発　

足

平
成
10
年
頃

◦  

現　

在

代
表
者　

森　
　
　

圭　

子

会
員
数　

8
名

◦  

活　

動

最
初
は
、
水
彩
画
を
描
い
て
い

ま
し
た
が
今
は
絵
手
紙
が
主
体

で
、
第
１
・
第
３
木
曜
日
に
中
央

公
民
館
に
集
ま
り
、
た
の
し
く
描

い
て
い
ま
す
。

みなべ公民館で

絵画クラブ　ピカソ 歌わんかい

◦
一
言
（
歌
わ
ん
か
い
）

最
初
は
唱
歌
・
童
謡
が
中
心
で

し
た
が
、最
近
は
ア
ニ
メ
・
テ
レ
ビ

の
主
題
歌
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
代
表
の
外
山
氏
が
急
逝
さ
れ
ま

し
た
。ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。）

指
導
者
を
募
集
中
で
す
。

◦
一
言
（
ピ
カ
ソ
）

季
節
の
花
や
野
菜
を
持
ち
寄

り
、
絵
手
紙
を
描
い
て
い
ま
す
。

便
り
を
出
す
時
に
、
文
字
だ
け

で
な
く
絵
を
添
え
る
と
、
気
持
ち

が
一
層
伝
わ
り
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
入
会
下
さ
い
。

みなべ町文化協会
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